
災害口事件後の

総合的支援のあり方

立正大学 Jヽ澤康司
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被害者支援とは

トラウマケア・ストレスマネジメント

多様な問題への対処・2次3次的被害の防止

○肯定的人生の再建の支援

グリーフケア/スピリチュアルケア
キャリア・カウンセリング
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危機・危機対応・危機介入

危機(C‖ sis)一個人・集団・組織の対処方略が破綻した事態

「人が通常もつている、事態に打ち克つ作用がうまく働かく
なつて、心理的な平衡状態が急激に、失われ、苦痛と機能不
全が明らかに認められる状態」(DSM一Ⅳ)

危機対応――当事者による対処行動

危機介入――第3者による支援活動

心のケアーー危機事態での心理的支援活動

「自らの回復カロ自己治癒力を最大限に引き出す

『セルフケア』への支援(冨永・夕lヽ澤2005)

1彗

自然災割地震口台風・洪水等)

事故 (交通事故、作業事故等)

病気・死別(本人・大切な人)

犯罪・暴力(強盗・殺人・テロ)

DV/家庭内暴カ

虐待・いじめ・ネグレクト

性犯罪(強姦甲強制わいせつ)

その他

トラウマ体験

*予測できない

突然の被災体験

攪自分の力で制御不能
ギ強い恐怖を感じる
ネ:身の危険を感じる暴カ

■喪失体験

*:自分の責任で起きた事故



不安とトラウマ

通常の感情
時間が経てば薄れてゆく

新しい体験で変化する
セルフコントロール可能

強い恐怖体験等により引き起こされる心の傷

事件を何度も思い出す

ショックで社会生活が困難になる

自信を失い、家に閉じこもる

個人差がある。(症状がでない～PTSD)

20091ノ 23 被災していなくても症状がでる場合も

トラウマ反応

社会的生活面
対人関係拒否
不信・引きこもり
疎遠・稲十化
通常生活困難

PTSD症状
再体験
回避・麻痺
過覚醒
lヶ月以上

参考資料「PTSDとトラウマがわかる本 飛島井 2007」 6

の病気の症
うつ病
不安障害

治癒力+総合的ストレスケア

PSYCHOLOGI  治癒カ
CAL FIRSttA:D    _

危機対応支援活動

犯罪捜査・裁判・マスコミ報道

3次加害

:心理的ダメージ

危機対応支

援チーム

●合的費饉 |

被害者のストレス反応

計■

被害者支饉

専門腱・●■
の連機

情報の混乱 ⇔人間■係の対立

⇔固題解決システムの機能不全

桝 ・‐ 0

家庭0安定

騒急介入～

中長鋼的支

出 00
饉

2009rlr23
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心理社会的支援

(1)診断 ′ 被害状況調査(直接的被害者‐目撃者・関係者)
個別面談 ロストレスチェック&円「SD診断

組織・集国の混乱やダメージ状況の把握

(2)治療 ノ心理教育ロセルフケア指導0総合的なストレス低減・
カウンセリング・ リラクセーシヨン・ 認知行動療法(曇露療法)
集団カウンセリング・EMDR・薬物療法
ナチュラルな感情表現他

(3)環境 ノ安全・安心できる環境。人間関係の構築
心理教育 (長期的支援者・職員・家族・目日の人達へ)

(4)支援体制 ノ凛族カウンセリング・学校教育的支援
関係機関・専門家の連携

'他

2009rlr23

安全と安心の確保

*環境的安全の確保
生命 。財産の安全を確保する避離行動、防衛体制

*身体的安全の確保
身体的な負傷の手当てなど医療的援助

*精神的安心の確保
精神的費心をもたらす援助、危機対応行動

安心できる環境で、外傷性記憶の処理が促進される

安心が外傷記憶を癒す

事件後も、警備員を犯人と思つて
いたA子は、母の付き添いをせが
み恐怖感を持ちながら幼稚国に

通学していた.登園バスでの会
話で、その誤解に気づいた母から
連絡をうけた。

カウンセラー・担任・母から駐＼は逮
捕されたこと、安心してよいこと聞
いたA子は、その夜、初めて、事
件が怖かつたことを人形を使つて

話した。母は気持ちを受け止め安
心させた。1週間後A子は一人で
登園することができた。
2009Jl′ 2X3



記憶想起の効果 (平常時)

総合的援助の効果

::■シト●樹ルE口住

,情縮的安定安ら口●

対処スキルの獲得

トラウマ記憶の想起

ストレス・マネジメント教育
1)正 しい知識・情報の伝達・理解
⇒不安の沈静化

(2)新たなバラダイムの提示
「異常な状態に対する正常な反応」
⇒情動や身体反応はセルフコントロール可能
→人間はダメージから回復する力を持つ

(3)ス トレス対処法の学習・リラクセーション体験
→セルフコントロール感・自己肯定感の回復
→緊張の低減・外傷記憶の処理
⇒自然治癒力の向上

2009r123
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物語絵画療法 Negative から Positiveヘ

Negativeな体験

Negativeな 思考

Negativeな 感1青

ストレス反応・トラウマ反応

不安口恐怖・緊張

絶望・混乱

不信口憎悪・攻撃

生きる意味の喪失

2009r123

Posttveな 体験

Posttveな 思考

PO釧‖veな感情

リラックス反応

安心・リラックス

夢・希望 n目 標

信頼・愛 =安全

生きる意味

20



PFA(Psychological First A:d)

臨床心理士/認定カウンセラー
立正大学 小澤康司

PFA発展の背景 (明石、2009)

1.公衆衛生ベースの介入と臨床ベースの介入における優先順
位の相違
2・心理的デブリーフイングの問題性
3.トラウマを受けても多くの人は回復する
4.心の傷の可視化

トラウマを受けた人は自分からはケアを求めないという事実ヘ

の深い自党と謙虚さへの促し

災害直後の「こころのケアJラッシュ(人道的支援の立場)の抑
制

防災教育・ストレス免疫効果が重要

Psycho:igica:First Aid Fie:dllЭ perations

Gu:de 2nd.Edition

石バ出暦竃多言三ま」ァウマティックストレス
・ネットワークアメリカ国立

邦訳 :兵庫こころのケアセンター 研究第1部門
2009年 3月 HP公開予定

特徴 :災害やデロの直後に実施できる効果のある
心理的支援方法を取り出し構成したマニュアル

介入の対象は、子供から大人まで

参考文献 :

2009明石加代「災害事件後の心のケア養成研修会資料J

PFA(Psychological F:rst Aid)

PFAは、被災した人すべてが重い精神的問題を
抱える、あるいは苦しみを慢性化させるという観点
には立っていません。そうではなく、被災した人やそ
の出来事の影響を受ける人々が苦しめられるのは、
広範な初期反応 (身体的、心理的、行動上、あるい
はスピリチュアルな問題)である、という理解に基づ
いています。

これらの初期反応の中には、強い苦痛を引き起
こすものがあり、時に適応的な対処行動を妨げる原
因となります。共感と気遣いに満ちた災害被害者か
らの援助は、初期反応の苦しみを和らげ、被災者の
回復を高めます。



PFAの方針 (明石、2000

◆安全と安心感を確立する

◆その人が元来持つている資源を活かす

◆ストレスに関連した反応を軽減する

◆適応的な対処行動を引きだし、育てる

◆自然な回復力を高める

自然回復率  自然災害>対人暴力
◆役に立つ情報を提供する

◆救援者ができることとできないことを明らかにし、適切
な紹介をする。

◎非侵入的 nOn― htrus�eな介入方法

PFA提供者に求められる力(明石、2009)

1.混乱し、予測のつかないことが起こる現場に対応
できる。

2.被災者の状況をすばやく判断できる

3.状況や場に応じて柔軟に介入を組み立てる

4。 悲惨さや強烈さにある程度耐えられる

5。 心理的支援とは一見関係ない仕事ができる

6。 多様な文化、民族、年齢、考え方を持つ人々に対

応できる。

フ.セルフケアができる。

PFAを実施するときの基本姿勢

1.

2。

3.

4。

5.

相手の様子をよく観察する

簡潔で思いやりのある言葉がけをする

専門用語は使わず、ゆつくり話かける

こまやかに、共感的に、忍耐強く接する

被災者の強さに敬意をはらう。

PFAにふさわしくない態度硼石、2000

1.被災者が体験していることを決めつける、憶
測する

2.すべての人がトラウマを受けていると考える

3。 被災者を弱者とみなす、恩着せがましい話
し方をする

4.トラウマ体験や失つたものの詳細を聞き出
そうとする [Do not deb� ef]



PFAの内容 (噺、2000

1.被災者に近づき、活動を始める Oontact and Engagement
2.安全と安心感        Safety and Comfo威
3.安定化          StaЫ ‖zatbn

4.情報を集める一今必要なこと、困つていること
InfOrFnatiOn Cathering :10urrent Needs andConcems

5。 現実的な問題の解決を助ける PracJond Asshtance

6.周囲の人々との関わりを促進する
Connection with Socia:Supports

7.対処に役立つ情報
8.紹介と引き継ぎ

InfOrarrtation on COping

iinkage with Co‖aboration

PFAの訓練 (1)
1.被災者に近づき、活動を始める

O自己紹介をし、自分の役割を伝える
O話かけることへの許可を求める
O活動の目的を説明する
O今すぐに必要なことはないか尋ねる
◆討論「適切な個人接触について」

PFAの訓練 (2)
2.安全と安心感
0安全の確保
0救助活動についての情報提供
0身体を休めてもらう
0人々の交流を促す
02次的被害とトラウマを思い出させる刺激
から守る

0メディアの功罪について話し合う
◆ 遺族への対応



◎高倉 恵子
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<協力機関>

災害危機に対応する独居高齢者・障がい者支援事業

災害危機支援研究委員

(特)埼玉カウンセリングセンター代表理事

日本カウンセリング学会認定スーパーバイザー

(特)埼玉カウンセリングセンター理事

南部教育事務所スクールカウンセラー 臨床心理士
(特)埼玉カウンセリングセンター理事

東京国際大学講師 臨床心理士
(特)埼玉カウンセリングセンター理事
スクールカウンセラー 臨床心理士
(特)埼玉カウンセリングセンターカウンセラー

スクールカウンセラー 臨床心理士
(特)埼玉カウンセリングセンター会員
カラーセラビス ト

立正大学准教授

日本カウンセリング学会危機支援部会部長

東京福祉大学教授

日本カウンセリング学会危機支援部会役員

◎…委員長

埼玉県社会福祉協議会

さいたま市社会福祉協議会

春田部市社会福祉協議会

上福岡市社会福祉協議会

災害危機に対応する独居高齢者・障がい者支援事業報告書
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